
SDGsの取組

目指すゴール
取組・活動内容とゴールとの
関係

目標

経済 ８

・従業員が生産性を向上させつつ、健康かつ
ワークライフバランス（仕事と家庭の調和）
を保って働き続けられるよう、研修での周知
徹底や残業時間管理、過重労働の防止に努め
ています。

・従業員主体の業務改善活動及び成果発表会
の推進による生産性向上10％以上
（2030年3月）

・研修会開催
（2022年5月以降　年3回継続実施）

社会 １２
・食品ロスの軽減を目指し、地域のこども食
堂などに非正規食品や試作商品をお渡しして
います。余ったパンを廃棄することなく新た
な価値を生み出すことを目的としています。

・非正規品廃棄量50％以上の低減
（2030年3月）

・試作品廃棄ゼロ（2030年3月）

環境 １３

・地元で食物などを消費することで運搬に
よって発生するCO2の削減に繋げています。
食物などを輸送する距離＝フードマイレージ
に対し、輸送コストやエネルギーを意識した
地元食材の仕入れに重きを置いています。ま
た、地球温暖化問題ではCO2の削減を意識
し、運搬におけるCO2削減に貢献していま
す。

・原材料の地産地消の推進による地元原料使
用比率を10%以上向上（2030年3月）

オカザキ製パン株式会社

取組・
活動内容

私たちは、SDGsの理念ならびに目標に賛同し、事業を通じてその実現に貢献
していきます。お施主様やビジネスパートナー様、地域の皆様と協力しつ
つ、私たちにできることを考え、真摯に取り組みます。


